
シリーズ４年上第１３回・くわしい解説

※ 段にして書くと，わかりやすい問題が多い。

※ わり算をしたときには，何を求めたかを書いておく。

※ 頭だけでなく，手を使って書きまくろう。

※ ３月３日・５月５日・７月７日は同じ曜日になる。
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シリーズ４上第１３回 くわしい解説

基本 1 (1)

この数の並びには，「 3，1，2，3 」の４個がくり返されています。

４７個目の数字が何なのかを求める問題ですが，１セットは４個です。

４７÷４＝１１ あまり ３ ですから，４７個目までに，１１セットと，あと３個

あります。

「 3，1，2，3 」が１１セットと，あと３個です。

あと３個というのは「３，１，２」ですから，４７個目の数字は２になります。

基本 1 (2)

この○と●の並びには，「○●○●○○」の６個がくり返されています。

１００個まで並べたのですが，１セットは６個です。

１００÷６＝１６ あまり ４ ですから，１００個までに，１６セットと，あと４個

あります。

「○●○●○○」が１６セットと，残り４個です。

残りの４個は，○と●と〇と●です。

１セットの「○●○●○○」の中に，○は４個あります。

ですから，１６セットの中に，○は ４×１６＝６４（個）あります。

残りの４個は○と●と〇と●ですから，この中に○は２個あります。

したがって，○の個数は ６４＋２＝６６（個）になります。

3，1，2，3，3，1，2，3，3，1，2，3，……

4個4個 4個

○●○●○○ ○●○●○○ ○●○●○○ ……

6個 6個 6個
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シリーズ４上第１３回 くわしい解説

基本 1 (3)

この数の並びには，「 2，1，2 」の３個がくり返されています。

１個目から５０個目までの数字の和を求める問題ですが，１セットは３個です。

５０÷３＝１６ あまり ２ ですから，５０個目までに，１６セットと，あと２個

あります。

１セットの合計は，２＋１＋２＝５ で，それが１６セットありますから，

５×１６＝８０ になり，残りの２個は２と１ですから，１個目から５０個目までの和は，

８０＋２＋１＝８３ になります。

2，1，2，2，1，2，2，1，2，2，1，2，……

3個 3個 3個 3個
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シリーズ４上第１３回 くわしい解説

基本 1 (4)

右の図のように分けて考えます。

左はしに が１本あり，そのあと， の

３本がくり返されています。

２２本のうち，左はしの を取りのぞくと，残りは ２２－１＝２１（本）です。

２１÷３＝７ ですから， が７個ぶんあることになります。

よって となるので，答えは ５×７＝３５（㎝）です。

……

5cm 5cm 5cm 5cm 5cm 5cm 5cm
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シリーズ４上第１３回 くわしい解説

基本 1 (5)

まず，３月３日から５月１５日までは，何日間あるのかを求めましょう。

３月３日から３月３１日までは，３１－３＝２８（日間）ではありません。（ここが一

番まちがえやすいところです。）

たとえば３月３日から３月５日までなら，３月３日，３月４日，３月５日の，３日間

です。５－３＝２（日間）ではなく，５－３＋１＝３（日間）となります。

同じようにして，３月３日から３月３１日までは，３１－３＋１＝２９（日間）にな

ります。

４月は３０日間，５月は１５日までなので１５日間です。

全部で，２９＋３０＋１５＝７４（日間）になります。

ところで１週間は７日ですから，７４÷７＝１０ あまり ４ より，１０週間と，あ

と４日間になります。

この問題の場合，３月３日は水曜日ですから，１週間は水曜日から始まることにしま

す。「水木金土日月火」が１週間，ということです。

３月３日から５月１５日までは，１０週間とあと４日間ですから，「水木金土日月火」

が１０セットと，あと「水木金土」の４日間があまっています。

よって，５月１５日は，土曜日になります。

※ うるう年でも平年でも，「３月３日」と「５月５日」と「７月７日」は，必ず同じ

曜日になることをおぼえておくと，役に立ちます。

この問題の場合も，３月３日が水曜日なので，５月５日も水曜日です。５月５日か

ら１週間たった５月１２日も水曜日になり，１３，１４，１５日は，木，金，土とな

るので，答えは土曜日です。
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シリーズ４上第１３回 くわしい解説

基本 2

(1) この数の並びには，「 ４，２，２，３，４ 」の５個がくり返されています。

全部で７２個あります。

７２÷５＝１４ あまり ２ ですから，「 ４，２，２，３，４ 」が１４セットと，

あと２個あまっています。

１セットの中に４は２個ありますから，１４セットの中に４は，２×１４＝２８（個）

あります。

あまりの２個は「４，２」ですから，あまりの２個の中にも４は１個あります。

４は全部で，２８＋１＝２９（個）あります。

(2) (1)で，７２個は「４，２，２，３，４」が１４セットと，あと「４，２」の２個が

あまっていることがわかりました。

１セットの和は ４＋２＋２＋３＋４＝１５ ですから，１４セットの和は，

１５×１４＝２１０ です。

あまりの「４，２」を合わせて，２１０＋４＋２＝２１６ になります。
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シリーズ４上第１３回 くわしい解説

基本 3

(1) 右の図のように切りはなして考えます。

１つの の長さは，１＋１＝２（㎝）です。

１１÷２＝５ あまり １ ですから，５セットあって，あと１㎝あまります。

よって となります。

１つの は， のようにばらばらにすると，使ったはり金の長さは

４本ぶんありますから４㎝です。

５セットで，４×５＝２０（㎝）で，あと１㎝あまっていますから，

２０＋１＝２１（㎝）になります。

(2) １つの は， のようにばらばらにすると，使ったはり金の長さは

４本ぶんありますから４㎝です。

全部で４５㎝ぶん使ったのですから，４５÷４＝１１ あまり １ なので，１１セッ

トと，あと１㎝あまっています。

よって下の図のようになります。

１つの の長さは，１＋１＝２（㎝）です。

１１セットで，２×１１＝２２（㎝）で，あまっている１㎝も合わせて，

２２＋１＝２３（㎝）になります。

……

2cm 2cm 2cm 2cm 2cm
1cm

2cm 2cm 2cm 2cm 2cm
1cm

2cm 2cm 2cm 2cm 2cm 2cm

11セット



- 8 -

シリーズ４上第１３回 くわしい解説

基本 4

(1) ４を１倍，２倍，３倍，……してできる数を書くと，次のようになります。

４，８，１２，１６，２０，２４，２８，３２，３６，４０，４４，４８，……

一の位の数字だけを書くと，次のようになります。

４，８，２，６，０，４，８，２，６，０，４，８，……

よって，５～１０番目の数字は，０，４，８，２，６，０になります。

(2) (1)で，この数字のならびは，「４，８，２，６，０」の５個の数字のくり返しであ

ることがわかりました。

１８番目までは，１８÷５＝３ あまり ３ですから，「４，８，２，６，０」を１セ

ットとすると，３セットあって，あと３個あまります。あまりの３個は，「４，８，２」

です。

１セットの和は，４＋８＋２＋６＋０＝２０ で，それが３セットあるのですから，

２０×３＝６０ です。

あまっている３個も加えると，６０＋４＋８＋２＝７４ になります。

(3) 「4＋8＋2＋6＋0」＋「4＋8＋2＋6＋0」＋「4＋8＋2＋6＋0」＋…… と足していっ

て，９２になったわけです。

１セットの和は，(2)で求めた通り２０です。

９２÷２０＝４ あまり １２ ですから，４セットぶんと，あと１２だけ足したはず

です。

「あと１２」というのは，「あと１２個」ということではなく，「和が１２」になる

ようにする，ということですから，４，８，２，……と足していって，１２になった

らOKです。

４＋８＝１２ ですから，あと２個あれば，和が１２になります。

数字は１セットに５個ずつ４セットと，あと２個使ったのですから，全部で

５×４＋２＝２２（個）の数字を使いました。

よって最後に加えたのは，２２番目の数字です。

「4＋8＋2＋6＋0」＋「4＋8＋2＋6＋0」＋「4＋8＋2＋6＋0」＋「4＋8＋2＋6＋0」＋……

20 20 20 20 あと12

「4＋8＋2＋6＋0」＋「4＋8＋2＋6＋0」＋「4＋8＋2＋6＋0」＋「4＋8＋2＋6＋0」＋ 4＋8

20 20 20 20 あと12
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シリーズ４上第１３回 くわしい解説

練習 1 (1)

この問題を，棒にたとえて説明していきます。

下のように，棒がすき間なく並べてあるとします。

２cm，３cm，２cm，１cm，３cm，２cm，３cm，２cm，１cm，３cm，……

１セットは「２cm，３cm，２cm，１cm，３cm」の５本です。

１セットの長さの和は，２＋３＋２＋１＋３＝１１（cm） です。

２０３÷１１＝１８ あまり ５ ですから，２０３cmの中に１１セットあって，

あと５cmあまっています。

１セットの中の，一番はじめの棒は２cm，次の棒の長さは３㎝で，その合計が，

２＋３＝５（㎝）となりますから，「あと５㎝あまっている」というのは，「あと２本あ

まっている」ということになります。

よって，２０３㎝は，「１８セットと，あと２本」ということになります。

１セットの中には，棒が５本ありますから，１８セットとあと２本では，

５×１８＋２＝９２（本）の棒があることかになります。

つまり，１番目から９２番目までの数字の和が，２０３になる，ということです。

2 1 332

11cm

2 1 332

11cm

・・・・
2 1 332

11cm

2

203cm

18セット

3
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シリーズ４上第１３回 くわしい解説

練習 1 (2)

１セットの中に，「３」は２個あり

ます。

この問題は，２５個目の「３」が

どこにあるか，という問題です。

２５÷２＝１２ あまり １ です

から，２５個目の「３」までに，１２セットあって，あと１個の「３」があることに

なります。

よって，１３セット目の，はじめに

出てくる「３」が，２５個目の「３」

になります。

右の表のようになるわけです。

１セットには，数字は「２，３，

２，１，３」の５個あり，それが

１２セットと，他に「２，３」の

２個あるのですから，５×１２＋２＝６２（番目）になります。

1セット目→２，３，２，１，３

2セット目→２，３，２，１，３

3セット目→２，３，２，１，３

4セット目→２，３，２，１，３

……………………………

３の個数

２個

２個

２個

２個

………

２５個

1セット目→２，３，２，１，３

2セット目→２，３，２，１，３

3セット目→２，３，２，１，３

4セット目→２，３，２，１，３

……………………………

３の個数

２個

２個

２個

２個

………

２５個

12セット目→２，３，２，１，３ ２個

13セット目→２，３ １個
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シリーズ４上第１３回 くわしい解説

練習 2 (1)

たとえば，８[５]というのは，８を５個かけあわせた数の一の位，という意味です。

８を５個かけあわせる，というのは，８×８×８×８×８，という意味です。

つまり，８[５]というのは，８×８×８×８×８ を計算したときの，一の位を求める，

ということです。 （８×５＝４０ という意味ではありません。）

８が１個の場合… ８のままです。８[１]＝８ です。

８が２個の場合… ８×８＝６４ です。６４の，一の位は

４ですから，８[２]＝４です。

このことを筆算で表すと，右の図のよう

になります。

十の位は，この問題には関係ないので，実際の数字を書かずに，

「○」としました。

８が３個の場合… ８×８×８ の，一の位を求めればよいことに

なりますが，８×８ の，一の位は４であること

がわかっています。

よって，その４の数字に，８をかけて，一の位

を求めればよいので，右の図のように一の位は，

「２」になります。

８が４個の場合… ８×８×８×８ の，一の位を求めればよいこ

とになりますが，８×８×８の，一の位は２であ

ることがわかっています。

よって，その２の数字に，８をかけて，一の位

を求めればよいので，右の図のように，一の位は

「６」になります。

８が５個の場合… ８×８×８×８×８ の，一の位を求めればよ

いことになりますが，８×８×８×８の，一の位

は６であることがわかっています。

よって，その６の数字に，８をかけて，一の位

を求めればよいので，右の図のように，一の位は

８になります。

よって，８[１]，８[２]，８[３]，８[４]，８[５]はそれぞれ，８，４，２，６，８にな

ります。

８
× ８

○４

８
× ８

○４
× ８

○○２

８
× ８

○４
× ８

○○２
× ８

○○○６

８
× ８

○４
× ８

○○２
× ８

○○○６
× ８

○○○○８
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シリーズ４上第１３回 くわしい解説

練習 2 (2)

(1)で，次のことがわかりました。

８[１]＝８，８[２]＝４，８[３]＝２，８[４]＝６，８[５]＝８

さらに，８[６]も求めてみます。

８が６個の場合… ８×８×８×８×８×８ の，一の位を

求めればよいことになりますが，

８×８×８×８×８の，一の位は(1)の問

題で，８であることがわかっています。

よって，その８の数字に８をかけて，

一の位を求めればよいので，右の図のよ

うに，一の位は「４」になります。

ところがこの計算は，右の図の太い２つのワクを見ると

わかる通り，８[２]＝４ を求めたときと，まったく同じ計

算をしています。

つまり，８[１]，８[２]，８[３]，……を並べてみると，次のように，４個ずつのセッ

トが続いていくことになります。

（ア） ８，４，２，６，/ ８，４，２，６，/ ８，４，２，６，……

この問題は，上の（ア）のように数字を５０個並べた場合の，数字の和を求める問題

になります。

数字は全部で５０個あって，１セットは４個ですから，５０÷４＝１２ あまり ２

により，１２セットと，あと２個です。

１セットの和は，８＋４＋２＋６＝２０ です。

１２セットで，２０×１２＝２４０ です。

あまっている２個は，８と４ですから，５０個の和は，２４０＋８＋４＝２５２ に

なります。

８
× ８

○４
× ８

○○２
× ８

○○○６
× ８

○○○○８
× ８

○○○○○４
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シリーズ４上第１３回 くわしい解説

練習 3

下の図のようにすると，はじめに という形があり，そのあとに という

形が何回もくり返されていることがわかります。

はじめの という形のために，竹ひごは４本使いますから，残りの竹ひごは，

１００－４＝９６（本）です。

という形１つのために，竹ひごは８本使います。

９６÷８＝１２ ですから， という形を１２個作ることができます。

右の図のＡからＢまでに，５cmが１２個

あることになるので，ＡからＢまでの長さ

は，５×１２＝６０（cm）になります。

・・・・
・・・・

・・・・
・・・・

・・・・
・・・・

・・・・
・・・・

Ａ Ｂ5cm 5cm 5cm
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シリーズ４上第１３回 くわしい解説

練習 4

(1) 丸太の長さは，５.４ｍ＝５４０cmです。

６０㎝，２０㎝，４０㎝，６０㎝，２０㎝，４０㎝，６０㎝，……というように切

るのですから，１セットは「６０㎝，２０㎝，４０㎝」です。１セットの長さは，

６０＋２０＋４０＝１２０（㎝）です。

５４０÷１２０＝４ あまり ６０ ですから，４セットあって，あと６０㎝あまって

います。

１セットは「６０㎝，２０㎝，４０㎝」の３個で，それが４セットありますから，

３×４＝１２（個）です。

あまりの６０㎝は，「６０㎝，２０㎝，４０㎝」の，はじめの６０㎝の１個だけです。

よって，１２個と１個なので，全部で １２＋１＝１３（個）になります。

(2) シリーズ４上第１２回の，練習 5 で，

たとえば８個に切り分けたとしたら，

８－１＝７（回）切ったことになり，

休みは，７－１＝６（回）になることが

わかりました。

(1)で求めた通り，この問題では１３個に

なったのですから，

１３－１＝１２（回）切って，１２－１＝１１（回）休んだことになります。

１回切るのに５分かかるので，１２回切るのに ５×１２＝６０（分）かかります。

また，１回休むのに２分かかるので，１１回休むのに ２×１１＝２２（分）かかり

ます。

全部で，６０＋２２＝８２分 → １時間２２分かかります。

休 休 休 休 休 休
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シリーズ４上第１３回 くわしい解説

練習 5

(1) ４月１０日から４月３０日までは，３０－１０＋１＝２１（日間）あります。

（２０日ではないことに注意しましょう。）

５月は１日から３１日まであるので，３１日間です。

６月は１日から３０日まであるので，３０日間です。

７月は１月から１９日までの，１９日間です。

全部で，２１＋３１＋３０＋１９＝１０１（日間）です。

１週間は７日間ですから，１０１÷７＝１４ あまり ３ により，１０１日間は，

１４週間と，あと３日間です。

１週間は，４月１０日の金曜日から始まるので，「金土日月火水木」です。

４月１０日から７月１９日までの１０１日間は，「金土日月火水木」が１４週間と，

あと３日間のあまりは「金土日」です。

よって７月１９日は，日曜日になります。

(2) (1)で，４月１０日から７月１９日までに，「金土日月火水木」が１４週間と，あと

「金土日」があることがわかりました。

「金土日月火水木」の中の，金，月，火，水，木の５日間は平日なので７問ずつ，

土曜日は１０問，日曜日は１５問解くので，１週間で，７×５＋１０＋１５＝６０（問）

を解きます。

１４週間で，６０×１４＝８４０（問）解きます。

あまりの「金土日」は，金曜日は平日なので７問，土曜日は１０問解きます。ここ

までで，８４０＋７＋１０＝８５７（問）です。

さて最後の日曜日ですが，日曜日だからといって１５問解くとは限りません。

最後の日には何問か解いて終わるのですから，１５問解かなくても終了してしまっ

た可能性があります。

最後の日には最低で１問だけ解くことになります。このときは算数の課題は，

８５７＋１＝８５８（問）あったことになります。

最後の日には最高で１５問解くことになります。このときは算数の課題は，

８５７＋１５＝８７２（問）あったことになります。

よって，算数の課題は８５８問以上，８７２問以下になります。


